
内容 No.Ｎ

内容 Ｈ
抗億 ○
項目 ・
項目 ○

目的：〇〇〇○○○
対象：××××
時間：〇時間

カリキュラム

プログラムα

プログラムβ

プログラムγ

具体的な目的・実施条件に
応じてプログラムを組み合
わせカリキュラムを作成する

モデルプロ
グラム(1-2)

内容 Ａ 外国人児童生徒教
育の考え方

講義

話し合い
情報交換

事例報告

体験活動

内容 Ｆ
認知発達と言語習得

講義

活動型
話し合い
情報交換

活動型
事例報告

フィールド型

体験活動

Ａ～Ｎに対応する多様な方法・形態
のモデルプログラムを参照

内容 Ｉ
日本語指導の計画と実施

講義型

活動型
疑似体験

活動型
模擬授業

ﾌｨｰﾙﾄﾞ型

モデルIログラ
ム（H-1）

モデルプログ
ラム（I-2）

モデルプログ
ラム（I-4）

モデルプログ
ラム（I-3）

《現状・担当者の課題》

地域・学校現場の外国人児童生徒の
在籍状況や支援体制
教員・支援者が直面する問題や困難

内容 Ｇ

内容 Ｆ
大項目○
小項目・

内容 Ｃ

内容 Ｂ
内容 Ａ
大項目○
小項目・
小項目・

養成・研修の内容構成（Ａ～Ｎ）

成果を「資質・能力モデ
ル」に照らして評価

《豆の木モデル》資質・能力の４要素と課題

資質・能力 課題領域

捉える力
子どもの実態の把握

社会的背景の理解

育む力
日本語・教科の力の育成

異文化間能力の涵養

つなぐ力
学校づくり

地域づくり

変える／
変わる力

多文化共生社会の実現

教師としての成長
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